
激動の１９６０年代ニューヨーク。
彼女は、芸術の力で愛と平和のために世界に挑んだ━。

世界が認める前衛芸術家、草間彌生の人生を
アメリカ人女性監督ヘザー・レンズが捉えたドキュメンタリー！

草間彌生∞INFINITY
邦題決定＆ビジュアル解禁！

京都国際映画祭特別招待＆監督来日決定！
11月22日（金）開業予定の渋谷PARCO８階のミニシアター「WHITE CINE QUINTO」（ホワイト シネク
イント）のオープニング作品『KUSAMA：INFINITY』の邦題が『草間彌生∞INFINITY』に決定いたしま
した。本作は、70年以上にわたる芸術活動の中で、独自の芸術を表現し続け、世界で最も有名な芸術家の
1人となった草間彌生。第2次世界大戦下の日本で暮らした過去、芸術への情熱を理解されなかった家庭
環境、芸術界における人種差別や性差別、自身の病など、数々の困難を乗り越えながら様々な分野で輝か
しい功績を残し、今もなお創作活動に全てを捧げる人生を送る彼女。幼少期からアメリカへ単身で渡るまで、
そしてニューヨーク時代に苦悩しながら行った創作活動と、当時それらの作品が国内外でどのように評価さ
れたのか、知られざる過去をアメリカ人女性監督、ヘザー・レンズが捉えたドキュメンタリー作品です。

この度、邦題決定と共に、ポスタービジュアルが解禁、また、１０月１７日（木）から２０日（日）の日程で開催
される京都国際映画祭での特別招待作品が決定し、ヘザー・レンズ監督の来日も併せて決定となりました。

解禁されたポスタービジュアルでは、 「天才芸術家の知られざるドラマティックな人生」「激動の１９６０年代
ニューヨーク。彼女は、芸術の力で愛と平和のために世界に挑んだ━。」のコピーと、全体に散りばめられた
赤い水玉、そして赤い水玉の服を着て正面を見据える草間彌生の横には「草間彌生」の大きな文字が配置
され、彼女の人生のようなインパクトの強いビジュアルに仕上がっている。

つきましては、今回解禁となります邦題、ポスタービジュアル、
京都国際映画祭特別賞作品の決定、監督の来日を是非、ご紹介ください。

報道関係者各位

●ポスタービジュアルは、下記よURLよりDLください。
https://23.gigafile.nu/1119-cc85fe5a4241aef1a861bf85701ca51f9
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＜お問い合わせ＞
【パブリシティ】ブラウニー 下村／百瀬／北岡／阿部 TEL：03-3351-1538 info@eigapub.com

プレイタイム 斉藤 TEL：080-3732-6809 yosaito9@gmail.com
【宣伝】ライトフィルム 木村 TEL:03-6451-2678 info_wf@wrightfilm.co.jp
【配給】パルコ 鈴木・坂口 TEL:03-3477-8911
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＜イントロダクション＞

●70年以上にわたり独自の芸術を表現し続け、2016年に
TIMES誌の「世界で最も影響力のある100人」に選出された
草間彌生氏。そんな彼女がまだ無名だった頃、芸術家としての
高みを目指し、単身で渡米。本作で捉えるのは幼少期の芸術
への目覚めから、アメリカへ移住するまでの日々。そして激動の
1960年代ニューヨークで苦悩しながら行った創作活動と、
当時それらの作品が国内外でどのように評価されたのか、
アメリカで活動するアーティストへ与えた影響といった、草間氏
の知られざる過去が映される。

監督：ヘザー・レンズ
脚本：へザー・レンズ、イデノケイタ
出演：草間彌生ほか
原題『KUSAMA: INFINITY』/2018年/アメリカ/76分/カラー/音声：5.1ch
© 2018 TOKYO LEE PRODUCTIONS, INC. ALL RIGHTS RESERVED. 
公式サイト：kusamayayoi-movie.jp
配給：パルコ
宣伝：ライトフィルム 宣伝協力：ブラウニー、プレイタイム

＜お問い合わせ＞
【パブリシティ】ブラウニー 下村／百瀬／北岡／阿部 TEL：03-3351-1538 info@eigapub.com

プレイタイム 斉藤 TEL：080-3732-6809 yosaito9@gmail.com
【宣伝】ライトフィルム 木村 TEL:03-6451-2678 info_wf@wrightfilm.co.jp
【配給】パルコ 鈴木・坂口 TEL:03-3477-8911

●ヘザー・レンズ 監督・脚本・プロデューサー

脚本家、映画監督、プロデューサーとして活動し、主に類稀な人生を歩む人々に焦点を
当てたドキュメンタリー映画や自伝映画を手掛ける。ケント州立大学美術学部を卒業し、
南カリフォルニア大学映画学部で美術学の修士を取得。自転車発明家に焦点を当てた
短編ドキュメンタリー映画『Back to Back』（01・日本未公開）は学生アカデミー賞に
ノミネートされ、世界中の映画祭で上映された。美術学生時代に草間の作品にはじめて
触れ、一目見た瞬間から魅了される。彼女について探求していく中で、15年に渡る草間の
ニューヨークでの創作活動が、アメリカのアート界に及ぼした影響が見落とされていること
に気が付く。本作の企画を始めてから約10年。レンズ自身も、草間彌生が世界で最も売れ
た女性アーティストになるとは思ってもいなかった。
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